
（第１号様式） 

令和２年度 学校教育目標設定報告書 
 
 学校番号 ３３   学校名 千葉県立船橋法典高等学校  課程名 全日制の課程  
 

領域 重点目標 具 体 的 方 策 
（具体的な取組、手立て） 

評 価 項 目 ・ 指 標 
（評価方法・評価基準） 

学
校
経
営 

１ 保護者や地域から信
頼される学校づくりを
目指す。 

 
２ 学校における働き方
改革を推進するために
、業務改善に取り組む
。 

① 学校のホームページに、生徒の学
校生活の様子や、部活動等での活
躍を適宜更新し、本校の教育活動
への理解を深めてもらう。 

② 効率的に業務を進めるために、教
材や資料の共有化等を促し、勤務
時間の縮減を図る。 

 

① ホームページの掲載内容の
充実と、月平均２回以上の更
新を行う。 
 

② タイムレコーダの記録によ
る勤務時間の把握と、状況の
確認による。 

 

学
習
指
導 

 基礎的・基本的な知識
・技能を身に付けた生徒
を育てる。 
 
 
 
 
 
 
 

① 少人数展開を活かしたきめ細か
な指導によって「学びなおしがで
きる授業」「わかる授業」を展開
し、“学ぶことの楽しさ”に気付
かせる。このことについての生徒
による授業評価アンケートを行
う。 

② 「朝自習」の充実等により自学自
習の態度を育成し、基礎学力の向
上につなげる。 

③ 校内研究授業や教科内研修を実
施し、生徒の実態把握と授業者へ
の指導助言を行うことで、生徒の
学力向上及び教員の指導力改善
を図る。 

 

① 「学校評価」アンケートのう
ち、生徒による授業評価の満
足度が85％以上か。 

 
 
 
 
② 基礎力診断テスト等の結果

の推移による分析。 
 

③ 全ての教科で研究授業を実
施したか。また、教科内の研
修が複数回行われたか。 

生
徒
指
導 

１ 規範意識を身に付け
た生徒を育てる。 

 
２ 校内の調整・連携を
重視し、組織的な指導
を行う。 

① 日頃の学校生活において、挨拶の
励行、頭髪・服装指導、基本的生
活習慣に係る指導等を組織的に
行う。 

② 生徒理解のための個人面談を実
施し、情報を関係職員が共有する
ことで、組織的で効果的な指導を
行う。 

③ 学校いじめ防止基本方針に基づ
き、定期的にアンケートを実施す
るとともに、いじめは絶対に許さ
ない姿勢を生徒に伝える。 
 

① 頭髪・服装指導や遅刻指導等
が、年に複数回、組織的かつ
効果的に実施されたか。 

 
② 生徒個人面談が年に複数回

実施され、学年主任を中心と
して必要な情報が共有され
たか。 

③ いじめ防止に係るアンケー
トが年に複数回実施され、そ
の結果を踏まえ、適切に対応
できたか。 

キ
ャ
リ
ア
教
育 

 計画的・継続的な進路
指導で、生徒の進路希望
を実現する。 

学年と進路指導部が協働し、生徒一
人ひとりの能力・適性、興味関心や進
路希望に応じたきめ細かな進路指導
とキャリア教育を、３年間を見通して
、計画的・継続的に実践するとともに
、卒業生等を招いた進路ガイダンスや
職場体験をとおして、健全な職業観・
勤労観を育成する。 
 

各学年の発達段階に応じた内
容の進路ガイダンスや面談が、年
に複数回、実施されたか。 

特
別
活
動 

 特別活動・学校行事・
部活動等により、協調性
・積極性を育てるととも
に、成就感や達成感を高
める。 

① 学校行事における事前・事後の委
員会指導を充実させ、当該行事の
意義を理解し、自ら積極的に関わ
ろうとする態度を育成する。 

② 生徒に自主的活動の機会を提供
する部活動の加入率及び定着率
を向上させる。 

① 開催される学校行事に関係
する委員会活動が、適切に実
施されたか。 

 
② 部活動の加入率が、向上した

か。 


